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1. はじめに 

現在，SNS 上において，様々なユーザが自身の

行動や感じたことを投稿し続けている．これら

の SNS 上に投稿されたデータはライフログと見な

すことができ，ユーザそれぞれの日々の生活や

感じたことの記録として散在している．これら

のデータを対象として，ユーザの感じたことを

直接的に分析する手法が確立されれば，世の中

で起こっている事象や，展開される商品やサー

ビスに対する使い方や評判，感じ方を知ること

が可能になると考えられる． 

特にマーケティング分野において，SNS データ

を用いて，顧客・ユーザの動向や評判を抽出し

活用することが増えている．これまで，マーケ

ティング分野の調査は，アンケートによるもの

が主流であったが，多くのユーザを対象として

随時調査をすることに関してコストが大きいこ

とが問題となっていた．SNS データを用いること

により，顧客・ユーザの日々の行動や感じ方の

率直な反応を取得することが可能になると考え

られる． 

我々は，SNS データとして，Twitter のツイー

トデータに着目する．Twiiter では，ユーザのラ

イフログとなりうるツイートに対して，いいね

やリツイートなどの他のユーザの反応がデータ

として保持されている．これらは，他のユーザ

の共感の度合いを示していると仮定する．我々

は，Twitter において，トレンドとなるトピック

を見つけるためには，いいねやリツイートとい

った他のユーザの反応の大きさが重要になると

考えている． 

本稿では，Twitter データを対象としたツイー

トへの反応回数の差分によるトレンドトピック

抽出方式について示す．本方式は，同一分野に

属する複数のアカウントのツイートデータを対

象として，ツイート毎のいいね数の差分からツ

イートに含まれる単語の重要度を推定すること

により，その分野のトレンドトピックを抽出す

る．本稿では，データサイエンス分野を対象と

して，著名なアカウント群のツイートデータか

ら，データサイエンス分野のトレンドを推定す

る．本方式を実現することにより，データサイ

エンス分野を対象として，着目されている話題，

トレンドを把握することが可能となる． 

2. 関連研究 

Twitter におけるトレンドの予測を行う研究と

しては，ハッシュタグを用いるものが多数行わ

れている[1][2]． 

田中ら[3]は，SNS における話題や流行の予測

の手法として，ソーシャルグラフを用いて言葉

の拡散を予測する手法を提案している． 

本方式では，分野を指定することでキーワード

の候補を限定した上で，ツイートに付けられた

いいねの数を世の中からの反応の基準として利

用し，ツイートに含まれるキーワードに重み付

けを行うことによってトレンドトピックを抽出

する． 

3. 提案方式 
図１に提案方式の全体像を示す．本方式は，

ツイート取得機能，単語抽出機能，単語重み付

け機能，重要単語を含むツイート提示機能から

なる． 
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図 1：提案方式の全体図 
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3.1 ツイート取得機能 

ツイート取得機能では，ユーザがターゲット

アカウントを指定し，TwitterAPI を使用してア

カウントのツイートを取得する．ここでは同一

分野に属する複数のアカウントを指定すること

を想定している． 

3.2 単語抽出機能 

単語抽出機能では，取得したツイートから，

MeCab を使用して，名詞・動詞・形容詞を抽出し，

さらにその中から数詞・非自立語・接尾語を除

去し，分かち書きにする．また，日本語のスト

ップワードリストを使用して，分かち書きデー

タを作成する． 

3.3 重要単語抽出機能 

指定した一名のアカウントから抽出したツイー

ト集合に対して単語抽出機能で分かち書きした

文章を対象に YAKE![3]を用いて重要単語抽出を

行う．この際，抽出された重要単語には重要度

として重みが付けられている．さらに，抽出さ

れた重要単語に対して，その単語を含むツイー

トを検索し，ツイートに付けられたいいねの数

の合計を計算する．YAKE!によって付けられた重

みといいねの数を乗算したものを，重要単語の

重みとして設定する．   

3.4 重要単語を含むツイート提示機能 

  3.3 節で抽出した重要単語とその重みを用いて，

重みが大きい重要単語と，その単語が出現する

ツイートを出力する． 

4. 実験 
本研究では，データサイエンス分野を対象とし

て，複数のアカウントのツイートデータを収集

し，提案手法を適用して重要単語の抽出を行っ

た．データサイエンス分野に関係するアカウン

トとして，有名なデータサイエンティストであ

る「TOJ」「マスクドアナライズ」「かめ」「や

えり」の 4名の twitter アカウントからツイート

を取得した．2022 年 1月 6日 23時に，各アカウ

ントの最新 200 件のツイートを取得し，分析を行

った． 

上記 4名について重要単語を抽出した結果を表

1に示す．本実験では，重要単語の数は上位 10件

とした． 

5. おわりに 
本稿では，Twitter データを対象とした，キー

ワード抽出といいね数をかけ合わせた新たなト

レンドトピック抽出方式を示した．本方式によ

り，Twitter ユーザの反応を含んだ，ある分野の

トレンドトピックを抽出することができる． 

 今後の課題としては，リツイートを考慮したト

レンドトピック抽出手法の改良が挙げられる．  

表 1：データサイエンティスト 4名のアカウント

から抽出された重要単語 
 TJO マスクドアナライズ 

1 真面目 タサイエンティスト 

2 見える エンジニア 

3 タサイエンティスト 教科書 

4 出来る できる 

5 わかる オススメ 

6 大きい メタバ 

7 取れる ビジネスパ 

8 モデル わかる 

9 できる マスクドアナライズ 

10 
あけましておめでとう

ございます 
入門書 

 かめ やえり 

1 深層学習 目指す 

2 学べる タッチタイピング 

3 タッチタイピング 深層学習 

4 筋トレ タサイエンティスト 

5 ランニング 機械学習 

6 超える ドマップ 

7 目指す 情報発信 

8 わかる 学べる 

9 コミュニティ プログラミング 

10 ドマップ blog 
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